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平
成
四
年
二
九
九
二
）
、
大
学
正
門
前
の
広
小
路
北
側
の
地
に
地

上
二
階
地
下
二
階
、
建
築
面
積
二
○
二
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
図
書
館

が
完
成
し
た
。
前
庭
か
ら
玄
関
ホ
ー
ル
を
経
て
ロ
ビ
ー
に
入
る
と
、

右
手
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
職
員
が
利
用
に
つ
い
て
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
る
。
端
末
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
文
献
検
索
・
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
・
抄
録

（
索
引
に
専
門
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
）
で
資
料
を
求
め
る
。

本
学
に
な
い
図
書
に
つ
い
て
は
、
係
員
が
相
互
貸
与
・
オ
ン
ラ
イ
ン

文
献
検
索
を
依
頼
す
る
（
有
料
）
。

一
階
に
は
閲
覧
席
（
七
七
席
）
、
学
術
研
究
者
の
た
め
の
個
人
閲
覧

室
（
五
室
’
六
日
間
連
続
使
用
可
）
、
二
階
に
は
第
二
（
八
一
席
）
、

第
三
閲
覧
室
（
三
四
席
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
可
）
が
あ
る
。

ホ
ー
ル
の
階
段
を
昇
る
と
雄
潭
な
筆
跡
の
「
中
央
図
書
館
」
の
扁

額
が
眼
に
入
る
。
右
に
廻
る
と
明
治
五
年
二
八
七
二
）
創
立
時
の

資
料
展
示
室
、
さ
ら
に
会
議
室
か
ら
視
聴
覚
設
備
を
備
え
た
Ａ
Ｖ

ル
ー
ム
（
四
二
席
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
可
了
ヴ
ィ
デ
オ
ル
ー
ム
・
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
続
く
。
合
同
講
義
棟
で
は
昨
年
十
月
に
中
橋
弥
光

会
長
が
第
一
○
一
回
日
本
医
史
学
会
を
開
催
、
館
長
蘆
原
司
教
授
ら

が
ス
キ
ャ
ン
し
た
古
医
書
挿
絵
の
細
部
を
パ
ソ
コ
ン
で
提
示
し
た
。

地
下
の
書
庫
（
雑
誌
十
二
万
冊
、
単
行
害
七
万
五
千
冊
）
、
わ
け
て

も
本
学
関
係
図
書
（
八
千
冊
）
を
収
納
す
る
貴
重
書
庫
に
は
古
医
書

な
ど
第
一
級
資
料
も
多
い
。
原
書
（
独
・
英
・
蘭
耆
な
ど
）
和
洋
医

学
雑
誌
や
明
治
の
医
人
の
著
書
・
論
文
、
教
室
資
料
な
ど
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業

と
し
て
「
古
書
書
目
録
」
（
Ａ
４
判
、
二
二
○
ペ
ー
ジ
、
洋
書
二
二
七

七
冊
、
和
書
三
○
三
○
冊
収
録
）
と
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
よ
り

の
本
学
関
係
資
料
布
令
・
通
達
、
行
事
、
名
簿
・
写
真
・
卒
業
ア
ル

バ
ム
を
収
録
し
た
「
現
存
資
料
仮
目
録
」
が
発
刊
さ
れ
た
。
青
蓮
会

※
（
学
友
会
）
で
入
手
で
き
る
（
頒
価
一
万
円
）
・

沿
革
は
古
い
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
京
都
府
医
会
が
生
ま

れ
、
校
友
会
が
二
十
三
年
二
八
九
○
）
院
内
に
閲
覧
室
を
設
け
た
。

大
学
直
轄
の
赤
煉
瓦
の
懐
か
し
い
旧
中
央
図
書
館
は
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
に
建
っ
た
。
向
か
い
合
う
医
療
技
術
短
大
と
の
間
の

遊
歩
道
の
桜
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
い
。
北
側
は
盧
山
寺
（
紫
式
部
邸

跡
）
、
東
側
に
は
豐
臣
秀
吉
が
築
い
た
「
史
跡
御
土
居
」
が
遣
っ
て
お

り
図
書
館
の
環
境
は
大
変
よ
い
。
学
外
の
利
用
者
は
館
長
の
許
可
を

受
け
て
ほ
し
い
。

［
開
館
時
間
］
平
日
は
九
時
～
二
十
時
。
土
曜
日
は
十
時
～
一
七
時

［
休
館
日
］
日
曜
祝
祭
日
と
毎
日
朔
日
年
末
年
始

［
所
在
地
］
京
都
市
上
京
区
清
和
院
町
寺
町
東
中
御
霊
町
四
一
○

盃
宅
幸
二
〒
壼
呂
～
舌
旨
※
所
在
地
上
京
区
荒
神
口
西
三

本
木
下
る
冠
宅
苧
三
一
‐
呂
宅
（
藤
田
俊
夫
）


